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  （百万円未満切捨て）

１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年７月１日～平成28年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期第２四半期 23,817 － 906 － 3,323 － 3,701 － 

28年６月期第２四半期 19,843 10.9 1,626 △6.4 2,694 △22.2 1,796 △48.8 
 
（注）１．包括利益 29年３月期第２四半期 4,517 百万円 （－％）   28年６月期第２四半期 1,205 百万円 （△79.9％） 

２．当社は平成28年９月29日開催の第21回定時株主総会にて「定款一部変更の件」が承認されたことを受け、当連結会計年度より決算期

の末日を６月30日から３月31日に変更致しました。従いまして、当連結会計年度は経過期間となり、当第２四半期連結累計期間につい

ては、当社及び６月決算から３月決算に変更した連結対象会社は６ヶ月間（平成28年７月１日～平成28年12月31日）、連結決算日変更

前から３月決算であった連結対象会社は９ヶ月間（平成28年４月１日～平成28年12月31日）を連結対象期間とした変則決算となってお

ります。このため、対前年同四半期増減率については記載しておりません。 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年３月期第２四半期 78.65 78.32 

28年６月期第２四半期 38.20 38.08 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

29年３月期第２四半期 97,198 34,085 34.3 708.14 

28年６月期 77,335 30,664 38.9 640.25 
 
（参考）自己資本 29年３月期第２四半期 33,357 百万円   28年６月期 30,112 百万円 
 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年６月期 － 0.00 － 30.00 30.00 

29年３月期 － 0.00       

29年３月期（予想）     － 20.00 20.00 

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

２．28年６月期期末配当金の内訳    普通配当  15円00銭  記念配当  15円00銭 

  
３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年７月１日～平成29年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 
税金等調整前 
当期純利益 

親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 37,500 － 7,100 － 5,300 － 112.58 
（注）１．当社は平成28年９月29日開催の第21回定時株主総会にて「定款一部変更の件」が承認されたことを受け、当連結会計年度より決算期

の末日を６月30日から３月31日に変更致しました。従いまして、平成29年３月期は、決算期変更の経過期間となることから、通期につ

いては、当社及び６月決算から３月決算に変更した連結対象会社は９ヶ月間（平成28年７月１日～平成29年３月31日）、連結決算日変

更前から３月決算であった連結対象会社は12ヶ月間（平成28年４月１日～平成29年３月31日）を連結対象期間として予想数値を記載し

ております。このため、対前期増減率については、記載しておりません。 

２．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 
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※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期２Ｑ 47,291,600 株 28年６月期 47,289,200 株 

②  期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 185,882 株 28年６月期 256,800 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 47,061,905 株 28年６月期２Ｑ 47,028,350 株 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続を実施中です。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想

の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、（添付資料）３ページ「１．当四半

期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

 
（四半期決算補足説明資料及び四半期決算説明会内容の入手方法について） 

当社は、本日、機関投資家・アナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布した資料について

は、同日、TDnetで開示するとともに、当社ウェブサイトに掲載する予定です。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、企業業績の回復や雇用環境の改善が見られるなど、緩やかな

回復基調で推移しました。しかしながら、世界経済においては、新興国の景気減速懸念に加え、英国のEU離脱問題

や米国大統領選挙結果の影響等もあり、依然として不透明な状況が続いております。一方で、インターネットビジ

ネスを取り巻く環境につきましては、平成27年末時点での国内のインターネット利用者数は１億46万人、人口普及

率は83.0％と前年比ほぼ横ばいとなっておりますが、端末別の利用者の割合をみるとスマートフォンは54.3％（前

年比7.2ポイント増）と継続的に拡大基調にあります（注１）。また、平成27年のインターネット広告費は前年比

21.9％増と高い成長率で拡大している運用型広告が市場を牽引し、前年比10.2％増の１兆1,594億円となり（注

２）、消費者向け電子商取引（BtoC-EC）の市場規模は前年比7.6％増の13兆7,746億円と堅調に拡大を続けており

ます（注３）。

 

出所  （注１）総務省「平成27年通信利用動向調査の結果」 

（注２）㈱電通「2015年日本の広告費」 

（注３）経済産業省「平成27年我が国経済社会の情報化・サービス化に係る基盤整備（電子商取引に関す

る市場調査）報告書」 

 

なお、当社は平成28年９月29日開催の第21回定時株主総会にて「定款一部変更の件」が承認されたことを受け、

当連結会計年度より決算期の末日を６月30日から３月31日に変更致しました。従いまして、当連結会計年度は経過

期間となり、当第２四半期連結累計期間については、当社及び６月決算から３月決算に変更した連結対象会社は６

ヶ月間（平成28年７月１日～平成28年12月31日）、連結決算日変更前から３月決算であった連結対象会社は９ヶ月

間（平成28年４月１日～平成28年12月31日）を連結対象期間とした変則決算となっております。このため、対前年

同四半期増減率については記載しておりません。 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、マーケティングテクノロジー事業及びフィナンシャルテクノ

ロジー事業が順調に拡大した結果、売上高は23,817百万円、営業利益は906百万円となりました。メディアインキ

ュベーション事業が堅調に推移したこと等により、持分法による投資利益1,935百万円を計上し、経常利益は3,323

百万円となりました。また、インキュベーションテクノロジー事業において保有株式の売却による特別利益を計上

した結果、税金等調整前四半期純利益は4,710百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は3,701百万円となりま

した。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

〔マーケティングテクノロジー事業〕

マーケティングテクノロジー事業では、ウェブとリアルを融合した総合プロモーション及びインターネット広告

等のウェブマーケティングやビッグデータを活用したデータマネジメントビジネスを行っております。 

インターネット広告を手掛ける当社マーケティングテクノロジーカンパニーは、前期に続きスマートフォン向け

の広告販売が増加し、売上高が順調に拡大致しました。また、データマネジメントビジネスにおいて、㈱

BI.Garageが提供する「BIG MINING」がTwitter社の「Targeting API」と連携を開始致しました。本連携により、

当社グループのデータを活用した、より精緻なターゲティング広告の配信がTwitter上で可能となります。 

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は13,394百万円、税金等調整前四半期純利益は784百

万円となりました。 

〔フィナンシャルテクノロジー事業〕

フィナンシャルテクノロジー事業では、Eコマース（EC）をはじめとするBtoCの商取引に必要不可欠なクレジッ

トカード決済やコンビニ決済等の電子決済ソリューションの提供を行っております。 

日本国内で決済事業を展開するベリトランス㈱及び㈱イーコンテクストにおいて、訪日外国人によるインバウン

ド決済が拡大していることに加え、引き続きCtoC領域（個人間取引）を中心に事業が順調に推移した結果、決済の

取扱高が市場成長率を上回って伸長致しました。また、ベリトランス㈱が、全日空商事㈱との間で、フィンテック

を活用した法人向け決済ソリューションの合弁会社、ANA Digital Gate㈱を設立致しました。両社の持つ資産と強

みを活かし、新しい決済ソリューションの開発と提供に取り組んで参ります。 

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は9,329百万円、税金等調整前四半期純利益は931百万

円となりました。 
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〔インキュベーションテクノロジー事業〕

インキュベーションテクノロジー事業では、国内外のベンチャー企業への投資及びマーケティングや決済といっ

た当社グループ内の事業との連携による投資先の育成などを行っております。 

投資事業においては、保有株式の売却による特別利益を計上致しました。また、オープンイノベーション型の研

究開発組織であるDG Labの重点領域における優れたスタートアップ企業に対する投資を行うことを目的として、㈱

大和証券グループ本社と「DG Lab １号投資事業有限責任組合（DG Labファンド）」を立ち上げました。これまで

の投資事業にDG Labファンドを加えることにより、当社グループの投資事業の出資規模と投資分野の両面における

拡大を目指して参ります。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は1,093百万円、税金等調整前四半期純利益は1,460百

万円となりました。 

〔メディアインキュベーション事業〕 

メディアインキュベーション事業では、当社がこれまで培ってきたメディア開発・運営ノウハウを活かし、新規

メディアの創出に取り組んでおります。 

持分法適用関連会社である㈱カカクコムの業績が順調に推移した結果、当第２四半期連結累計期間における税金

等調整前四半期純利益は1,983百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

資産、負債及び純資産の状況

（流動資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べて16,821百万円増加し、

65,146百万円となりました。この主な要因は、現金及び預金が10,090百万円、決済事業に係る金銭の信託が

2,305百万円、決済事業等に係る未収入金が2,226百万円、営業投資有価証券が1,534百万円増加したことによる

ものであります。

（固定資産）

当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べて3,040百万円増加し、

32,052百万円となりました。この主な要因は、投資有価証券が3,205百万円増加したことによるものでありま

す。

（流動負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べて17,561百万円増加し、

47,748百万円となりました。この主な要因は、決済事業等に係る預り金が11,174百万円、短期借入金が4,200百

万円、１年内返済予定の長期借入金が1,003百万円増加したことによるものであります。

（固定負債）

当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べて1,120百万円減少し、

15,364百万円となりました。この主な要因は、長期借入金が1,039百万円減少したことによるものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べて3,421百万円増加し、

34,085百万円となりました。この主な要因は、利益剰余金が親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により

3,701百万円増加した一方、剰余金の配当により1,410百万円減少したことによるもののほか、その他有価証券評

価差額金が757百万円、為替換算調整勘定が52百万円増加したことによるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成29年３月期の通期の連結業績予想につきましては、平成28年８月10日に発表致しました連結業績予想に変更

はありません。
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２．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年６月30日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 15,703,552 25,794,387 

金銭の信託 2,592,659 4,898,507 

受取手形及び売掛金 5,441,873 5,622,461 

営業投資有価証券 11,164,418 12,699,247 

投資損失引当金 △1,000,073 △859,381 

商品 4,007 1,275 

仕掛品 94,091 117,898 

原材料及び貯蔵品 1,153 1,339 

未収入金 13,946,329 16,173,252 

その他 400,874 722,492 

貸倒引当金 △24,800 △25,427 

流動資産合計 48,324,086 65,146,052 

固定資産    

有形固定資産 2,279,367 2,230,744 

無形固定資産    

ソフトウエア 1,664,580 1,746,525 

のれん 5,765,576 5,529,755 

その他 25,435 26,098 

無形固定資産合計 7,455,592 7,302,379 

投資その他の資産    

投資有価証券 14,844,428 18,049,838 

その他 4,463,713 4,500,634 

貸倒引当金 △31,500 △31,500 

投資その他の資産合計 19,276,642 22,518,973 

固定資産合計 29,011,602 32,052,098 

資産合計 77,335,689 97,198,150 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年６月30日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,728,973 3,301,406 

短期借入金 1,000,000 5,200,000 

1年内返済予定の長期借入金 2,200,480 3,204,290 

未払法人税等 720,498 679,843 

賞与引当金 180,433 141,724 

預り金 21,876,323 33,051,170 

その他 1,480,306 2,170,290 

流動負債合計 30,187,014 47,748,725 

固定負債    

長期借入金 15,370,630 14,330,822 

退職給付に係る負債 102,949 － 

その他 1,010,819 1,033,315 

固定負債合計 16,484,399 15,364,137 

負債合計 46,671,414 63,112,863 

純資産の部    

株主資本    

資本金 7,435,347 7,437,185 

資本剰余金 2,825,465 2,946,703 

利益剰余金 18,419,613 20,711,486 

自己株式 △69,840 △50,677 

株主資本合計 28,610,585 31,044,697 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 138,163 896,130 

為替換算調整勘定 1,363,890 1,416,827 

その他の包括利益累計額合計 1,502,053 2,312,957 

新株予約権 431,849 595,896 

非支配株主持分 119,786 131,736 

純資産合計 30,664,275 34,085,287 

負債純資産合計 77,335,689 97,198,150 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年７月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年７月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 19,843,569 23,817,527 

売上原価 14,577,239 18,969,508 

売上総利益 5,266,330 4,848,019 

販売費及び一般管理費 3,639,708 3,941,917 

営業利益 1,626,622 906,101 

営業外収益    

受取利息 9,151 1,455 

持分法による投資利益 1,060,865 1,935,797 

その他 302,875 691,100 

営業外収益合計 1,372,892 2,628,352 

営業外費用    

支払利息 51,883 38,497 

不動産賃貸原価 128,416 163,328 

為替差損 112,026 － 

その他 12,379 8,979 

営業外費用合計 304,706 210,805 

経常利益 2,694,808 3,323,648 

特別利益    

持分変動利益 99,168 31,587 

投資有価証券売却益 － 1,368,205 

その他 18,585 1,072 

特別利益合計 117,753 1,400,865 

特別損失    

固定資産除却損 8,269 10,322 

固定資産売却損 － 3,504 

その他 1,954 － 

特別損失合計 10,223 13,827 

税金等調整前四半期純利益 2,802,338 4,710,687 

法人税、住民税及び事業税 915,398 1,024,507 

法人税等調整額 89,571 △20,029 

法人税等合計 1,004,970 1,004,478 

四半期純利益 1,797,367 3,706,209 

非支配株主に帰属する四半期純利益 808 4,759 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,796,559 3,701,449 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年７月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年７月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益 1,797,367 3,706,209 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △467,791 754,121 

為替換算調整勘定 △104,683 53,480 

持分法適用会社に対する持分相当額 △19,187 3,391 

その他の包括利益合計 △591,662 810,993 

四半期包括利益 1,205,704 4,517,202 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,204,908 4,512,353 

非支配株主に係る四半期包括利益 796 4,849 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年７月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年７月１日 
 至 平成28年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 2,802,338 4,710,687 

減価償却費 153,025 185,117 

ソフトウエア償却費 210,760 253,210 

のれん償却額 235,820 235,820 

受取利息及び受取配当金 △9,152 △30,797 

支払利息 51,883 38,497 

為替差損益（△は益） 108,051 △310,814 

持分法による投資損益（△は益） △1,060,865 △1,935,797 

持分変動損益（△は益） △99,168 △31,587 

投資有価証券売却損益（△は益） － △1,368,205 

売上債権の増減額（△は増加） △295,141 24,390 

営業投資有価証券の増減額（△は増加） △3,486,790 △587,169 

投資損失引当金の増減額（△は減少） 31,824 △115,841 

たな卸資産の増減額（△は増加） △19,006 △22,701 

未収入金の増減額（△は増加） △2,926,051 △2,229,466 

仕入債務の増減額（△は減少） △15,964 517,177 

未払金の増減額（△は減少） 103,178 328,733 

未払消費税等の増減額（△は減少） △197,038 27,144 

預り金の増減額（△は減少） 6,066,641 11,157,252 

その他 102,334 197,901 

小計 1,756,680 11,043,549 

利息及び配当金の受取額 22,039 524,493 

利息の支払額 △52,517 △39,382 

法人税等の支払額 △2,092,143 △771,188 

法人税等の還付額 3 51,348 

営業活動によるキャッシュ・フロー △365,937 10,808,821 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △176,331 △114,982 

無形固定資産の取得による支出 △352,026 △410,613 

投資有価証券の取得による支出 △439,269 － 

関係会社株式の取得による支出 △204,329 △2,334,901 

関係会社出資金の払込による支出 － △500,000 

投資有価証券の売却による収入 － 1,981,842 

関係会社株式の売却による収入 59,649 － 

敷金及び保証金の差入による支出 △21,748 △35,608 

敷金及び保証金の回収による収入 11,047 － 

その他 83,449 81,297 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,039,558 △1,332,964 
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    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年７月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年７月１日 
 至 平成28年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △12,545,000 4,200,000 

長期借入れによる収入 13,132,807 1,000,000 

長期借入金の返済による支出 △7,764,144 △1,093,346 

株式の発行による収入 17,500 2 

配当金の支払額 △1,172,845 △1,406,662 

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出 
△59,117 － 

その他 △9,854 △6,844 

財務活動によるキャッシュ・フロー △8,400,654 2,693,148 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △325,183 235,588 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △10,131,335 12,404,593 

現金及び現金同等物の期首残高 34,077,359 18,321,762 

現金及び現金同等物の四半期末残高 23,946,024 30,726,356 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間（自  平成27年７月１日  至  平成27年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

 
マーケティン 

グテクノロジー

事業 

フィナンシャ 
ルテクノロジー

事業 

インキュベー 
ションテクノロ

ジー事業 

メディアイン 
キュベーション

事業 
計 

売上高              

外部顧客への売上高 9,232,722 8,052,923 2,557,924 － 19,843,569 － 19,843,569 

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

8,711 1,925 － － 10,637 △10,637 － 

計 9,241,434 8,054,848 2,557,924 － 19,854,206 △10,637 19,843,569 

セグメント利益 560,875 867,061 849,139 1,194,524 3,471,600 △669,262 2,802,338 

(注）１．セグメント利益の調整額△669,262千円には、セグメント間取引消去5,062千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△803,311千円及び全社営業外損益等128,987千円が含まれております。全社費用は主に報告セ

グメントに帰属しない一般管理費であり、全社営業外損益等は主に本社機能から生ずる金融収支であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の税金等調整前四半期純利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ  当第２四半期連結累計期間（自  平成28年７月１日  至  平成28年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

 
マーケティン 

グテクノロジー

事業 

フィナンシャ 
ルテクノロジー

事業 

インキュベー 
ションテクノロ

ジー事業 

メディアイン 
キュベーション

事業 
計 

売上高              

外部顧客への売上高 13,394,039 9,329,636 1,093,851 － 23,817,527 － 23,817,527 

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

13,243 7,096 19,500 － 39,840 △39,840 － 

計 13,407,283 9,336,733 1,113,351 － 23,857,367 △39,840 23,817,527 

セグメント利益 784,552 931,588 1,460,319 1,983,461 5,159,922 △449,235 4,710,687 

(注）１．セグメント利益の調整額△449,235千円には、セグメント間取引消去△1,737,355千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△1,056,647千円及び全社営業外損益等2,344,767千円が含まれております。全社費用は

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であり、全社営業外損益等は主に本社機能から生ずる金融収支で

あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の税金等調整前四半期純利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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